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１
０
月
１
５
日
（
日
）
、
数
日
前
か
ら
急
に

気
温
が
下
が
っ
て
晩
秋
の
よ
う
な
気
配
の
一

日
だ
っ
た
。 

 

小
田
急
線
新
宿
駅
発
７
時
２
１
分
の
急
行

小
田
原
行
き
に
乗
車
。
新
百
合
ヶ
丘
で
唐
木
田

行
き
に
乗
り
換
え
、
黒
川
駅
に
７
時
５
７
分
着
。 

 

駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
の
ぞ
く
と
外
は
弱
い
雨

が
降
っ
て
い
る
。
昼
過
ぎ
ま
で
雨
の
予
報
な
の

で
、
ホ
ー
ム
で
合
羽
を
着
用
し
ス
パ
ッ
ツ
も
付

け
て
完
全
装
備
で
外
に
出
る
。 

 

南
口
の
階
段
を
降
り
た
と
こ
ろ
で
ス
ト
レ

ッ
チ
を
す
る
。 

 

８
時
２
５
分
、
傘
も
差
し
て
歩
き
出
す
。
ま

ず
は
線
路
に
沿
っ
て
右
方
向
に
進
む
。
突
き
当

っ
て
す
ぐ
左
に
南
黒
川
第
２
公
園
に
入
る
。
こ

こ
は
川
崎
市
麻
生
区
南
黒
川
と
書
い
て
あ
る
。

黒
川
は
稲
城
市
、
多
摩
市
、
町
田
市
と
接
し
て

い
る
ら
し
い
。
公
園
内
の
道
で
神
山
さ
ん
が
転

ん
だ
が
大
事
に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
か

え
っ
て
膝
の
調
子
が
良
く
な
っ
た
と
、
も
し
か

し
て
奇
跡
が
起
こ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
公
園

か
ら
下
に
下
り
、
大
通
り
を
右
に
行
く
と
大
き

な
黒
川
交
差
点
。
こ
れ
を
渡
り
左
に
進
む
。
こ

こ
は
鶴
川
街
道
。
左
側
に
蕎
麦
屋
、
右
の
ロ
ー

ソ
ン
を
通
過
す
る
。
そ
の
先
、
日
影
バ
ス
停
を

右
に
曲
が
る
。
正
面
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
麻
生
消

防
団
団
員
募
集
と
赤
い
大
き
な
文
字
で
書
か

れ
て
い
る
。
柿
生
分
団
・
黒
川
班
と
あ
る
。 

 

す
ぐ
横
の
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
汁
守
神
社
。

変
わ
っ
た
名
前
の
こ
の
神
社
は
黒
川
地
区
の

鎮
守
で
府
中
大
國
魂
神
社
に
備
え
る
汁
物
を

調
整
し
て
い
た
の
で
「
汁
盛
」
と
も
呼
ぶ
ら
し

い
、
歴
史
を
感
じ
る
。 

 
道
路
を
渡
っ
て
右
に
行
く
。
柿
畑
の
横
を
左

に
入
っ
て
ゆ
く
。
美
味
し
そ
う
な
柿
が
手
の
届

き
そ
う
な
と
こ
ろ
に
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
。

コ
ス
モ
ス
も
咲
い
て
い
る
。
続
く
の
は
梨
畑
。

そ
し
て
ま
た
柿
の
畑
。 

 

道
は
左
に
広
い
道
が
分
か
れ
て
い
る
が
そ

の
ま
ま
右
方
向
に
進
む
。
里
山
の
風
景
に
入
っ

て
ゆ
く
。
竹
林
と
谷
戸
田
の
景
色
が
始
ま
る
。

住
宅
地
か
ら
突
然
昔
懐
か
し
い
景
色
に
代
わ

る
。
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
に
は
刈
り
取

ら
れ
た
稲
の
束
が
横
木
に
長
く
か
け
ら
れ
自

然
乾
燥
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

珍
し
い
綿
花
の
白
い
綿
が
道
端
で
見
ら
れ

箱
根
組
ニ
ュー
ス 

第
２
９
９
号 

２
０
１
７
年 

１
１
月
号 

編
集
発
行
人 

戸
丸
悟 

 

箱
根
組
は
自
然
を
大
切
に
し
ま
す
！ 

各
自
保
険
に
入
っ
て
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
！ 

秋
雨
前
線
の
小
雨
煙
る
、
黒
川
の
谷
戸
か
ら
栗
木
緑
地
の
尾
根
を
歩
く
。
豊
か
な
秋
の
実
り
の
里
山
だ
っ
た
。 
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た
。
道
は
細
く
な
り
竹
林
の
間
の
緑
の
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と
、
右
側
に
広
い
公
園
が
あ
り
右

方
向
は
新
し
い
住
宅
地
だ
。
こ
こ
は
麻
生
区
は

る
ひ
野
。
保
護
に
よ
っ
て
奇
跡
的
に
谷
戸
田
が

守
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
た
が
ま
さ
に
右
は
宅

地
、
左
は
昔
な
が
ら
の
里
山
だ
。 

 

ま
た
、
す
ぐ
に
細
い
道
に
な
る
。
真
っ
赤
な

烏
瓜
が
沢
山
連
な
っ
て
い
る
。
右
側
は
栗
畑
、

左
側
は
木
々
が
密
集
し
た
森
に
な
っ
て
い
る
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
黄
色
が
目
立
つ
。

こ
の
と
こ
ろ
の
低
温
も
あ
っ
て
か
、
木
々
も
少

し
色
づ
き
始
め
て
い
る
。 

 

８
時
５
０
分
、
森
に
入
っ
て
ゆ
く
。
深
い
山

に
き
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
な
る
が
、
す
ぐ
に

抜
け
て
右
下
に
は
広
く
住
宅
地
が
広
が
る
。
川

名
さ
ん
に
よ
る
と
晴
れ
て
い
れ
ば
奥
多
摩
方

面
の
山
々
が
広
が
る
と
か
。 

 

少
し
下
っ
て
ゆ
く
と
、
住
宅
地
横
に
道
は
接

す
る
。
小
さ
な
児

童
公
園
の
横
を

抜
け
る
。
白
い
う

さ
ぎ
の
乗
り
物

が
小
雨
に
濡
れ

て
い
る
。
こ
の
あ

た
り
は
横
に
森

の
あ
る
す
み
や

す
そ
う
な
住
宅

地
だ
。
住
宅
の
切

れ
た
と
こ
ろ
に

「
黒
川
よ
こ
み
ね
緑
地
」
と
あ
る
。

本
格
的
な
森
の
中
に
入
っ
て
ゆ

く
。 

 

９
時
５
分
、
道
が
二
又
に
な
り
、

右
側
の
尾
根
に
向
か
う
道
を
緩

や
か
に
登
っ
て
ゆ
く
。
ジ
グ
ザ
グ

に
登
っ
て
ゆ
く
と
尾
根
の
分
岐

に
な
り
右
へ
行
く
。 

 

９
時
１
５
分
、
こ
の
日
の
最
高

地
点
、
川
崎
市
の
最
高
地
点
の
標

高
１
４
４
．
５
ｍ
の
諏
訪
ヶ
岳
に

到
着
。 

こ
こ
は
多
摩
よ
こ
や
ま
の
道

（
全
長
約
１
０
ｋ
ｍ
）
の
ル
ー
ト

上
で
、
多
摩
丘
陵
の
尾
根
に
位
置

し
て
い
る
。
黒
川
の
名
前
の
由
来

は
川
の
水
が
澄
ん
で
い
て
川
底

が
黒
く
見
え
た
た
め
、
そ
し
て
こ

の
地
区
で
は
ク
ヌ
ギ
や
コ
ナ
ラ

な
ど
で
黒
川
炭
と
言
わ
れ
る
炭

を
作
っ
て
い
た
と
の
事
。 

 

記
念
撮
影
を
し
て
尾
根
を
戻

る
。
緑
の
森
を
緩
や
か
に
下
っ
て

ゆ
く
。 

 

９
時
２
３
分
、
右
側
に
水
道
施

設
が
現
れ
る
。
川
崎
市
上
下
水
道

局
、
黒
川
高
区
配
水
池
と
あ
る
。

森
を
抜
け
る
と
右
側
に
畑
が
広

が
っ
て
い
る
。
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

１
１
月
１
９
日
（
日
）
は
丹
沢
の
高
松
山
（801.4

ｍ
）
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ス 

歩
行
３
時
間
４
５
分 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 

小
田
急
線
新
松
田
か
ら
西
丹
沢
行
き
バ
ス
で
高
松
山
入
口

下
車
。
こ
こ
か
ら
歩
き
ま
す
。
下
山
は
尺
里
峠
経
由
で
田
代

向
バ
ス
停
に
下
り
ま
す
。 

  

○
持
ち
物 

昼
食
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
食
器
、
箸
、
カ
ッ
プ
、 

 

雨
具
、
傘
、
ス
パ
ッ
ツ
、
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ 

 
(

予
備
電
池)

、
地
図
、
筆
記
用
具
、
救
急
薬
品
（
三
角
巾
、
包 

 

帯
、
痛
み
止
め
ス
プ
レ
ー
な
ど
）、
健
康
保
険
証
、
ビ
ニ
ー
ル 

 

袋
、
ち
り
紙(

ロ
ー
ル
ペ
ー
パ
ー)

、
予
備
靴
紐
、
ラ
イ
タ
ー
か 

 

マ
ッ
チ
、
ナ
イ
フ
、
ホ
イ
ッ
ス
ル
、
磁
石
、
他
、
山
と
高
原
地 

 

図
登
山
装
備
表
な
ど
を
参
考
に
。 

 

●
申
し
込
み
は
１
１
月
１
７
日
（
金
）
ま
で
に 

現在の収支 

繰越     40152 円 

収入       0 円 

支出 

切手購入  372 円 

印刷費    1000 円 

コピー代    400 円 

現在高    38380 円 

切
手
残
数 

 

８
２
円
切
手 

 

２
５
９
枚 

４
０
円
切
手 

１
３
１
枚 

●お申し込み･お問い合わせ 

Tel・Fax/ 03-3521-6898 戸丸 

戸丸携帯 090-4541-7066 

携帯メール：satorutomaru@gmail.com 

メール：tomarusatoru@hotmail.com  

箱根組ホームページ 

http://www.geocities.jp/hakonegumi1991/ 

集合 １１月１９日（日） 

小田急線新宿駅 ６：５１発 

急行小田原行き（前から３両目） 

途中駅発 
代々木上原 6：56 下北沢 6：59 

経堂 7：03 成城学園前 7：07 登戸 7：10  

新百合ヶ丘 7：18 町田 7：27  

相模大野 7：33 海老名 7：41  

新松田 8：14着(新宿～新松田780円) 

西丹沢行きバスに乗換 ８:２５発 

高松山入口 8:45着（料金 290円） 
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が

鮮

や

か

な

色

の

実

を

付

け

て

い
る
。
右

側

に

は

街

並

み

が

広

が

り
、
左
は

武

蔵

野

の
森
。 

 
９

時

３
２
分
、

尾

根

と

別
れ
左
の
道
に
入
っ
て
ゆ
く
。
こ
こ
に
は
標
識

は
な
い
の
で
下
見
は
難
し
か
っ
た
と
思
う
。
赤

土
の
道
だ
が
そ
れ
ほ
ど
滑
ら
な
い
。
こ
れ
を
緩

や
か
に
下
っ
て
ゆ
く
。 

 

９
時
３
８
分
、
里
に
出
る
。
畑
や
田
ん
ぼ
が

連
な
り
谷
は
だ
ん
だ
ん
広
く
な
っ
て
ゆ
く
。
こ

れ
が
谷
戸
田
だ
。
刈
り
取
ら
れ
た
稲
が
沢
山
干

さ
れ
て
い
る
。
９
時
５
０
分
、
谷
の
真
ん
中
の

道
か
ら
左
の
山
沿
い
の
細
い
道
に
そ
れ
て
歩

く
。
畑
に
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ

イ
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
き
れ
い
な
お
茶

の
花
が
咲
い
て
い
る
。
左
側
の
木
々
に
は
烏
瓜

が
沢
山
赤
や
緑
の
実
を
付
け
て
い
る
。
こ
の
あ

た
り
で
は
あ
ま
り
作
ら
れ
て
い
な
い
リ
ン
ゴ

が
た
わ
わ
に
実
を
付
け
て
い
る
。
サ
ツ
マ
イ
モ

畑
の
向
こ
う
に
は
ま
だ
刈
り
取
ら
れ
て
い
な

い
黄
金
色
の
稲
が
台
風
の
影
響
か
少
し
倒
れ

か
け
て
い
る
。
コ
ス
モ
ス
の
花
が
咲
い
て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
谷
の
真
ん
中
の
道
に
戻
る
。
こ
の

あ
た
り
は
谷
が
広
く
な
り
田
ん
ぼ
も
か
な
り

大
き
い
。 

 

１
０
時
１
０
分
、
右
方
向
に
曲
が
り
谷
の
右

側
の
山
に
入
っ
て
ゆ
く
。
登
っ
て
ゆ
く
と
柿
が

鈴
生
り
に
生
っ
て
い
る
。
山
沿
い
左
方
向
に
進

む
と
立
派
な
大
き
な
家
が
数
軒
立
っ
て
い
る
。

常
照
寺
の
駐
車
場
看
板
を
過
ぎ
る
と
道
は
ピ

ー
ク
を
越
え
る
。
樹
木
葬
墓
地
桜
の
里
の
ノ
ボ

リ
が
な
び
い
て
い
る
。
右
側
に
町
田
い
ず
み
浄

苑
の
看
板
が
あ
る
。
大
き
な
墓
地
の
様
だ
。 

 

入
谷
戸
の
バ
ス
停
を
過
ぎ
。
右
の
お

寺
の
前
の
信
号
を
左
に
渡
る
。 

 

１
０
時
２
３
分
、
真
光
寺
公
園
の
入
口
に
到

着
。 

１
０
時
半
前
、
周
囲
の
芝
生
の
き
れ
い
な
東
屋

に
到
着
。
か
な
り
早
い
が
こ
こ
で
昼
食
の
準
備
。

と
言
っ
て
も
早
す
ぎ
る
の
で
ま
ず
コ
ー
ヒ
ー

タ
イ
ム
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
昼
食
の
宴
会
に
な

る
。
雨
は
し
ょ
ぼ
し
ょ
ぼ
降
り
続
い
て
い
る
。

東
屋
の
お
か
げ
で
い
つ
も
通
り
の
持
ち
寄
り

の
豪
華
な
メ
ニ
ュ
ー
が
並
ぶ
。
こ
の
日
は
ひ
じ

き
の
煮
も
の
が
３
種
類
揃
っ
た
、
味
比
べ
で
楽

し
む
。
好
み
も
あ
り
順
番
は
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
太
田
さ
ん
の
干
物
あ
り
、
川
名
さ
ん
の
熱

燗
も
飲
み
干
し
、
神
吉
さ
ん
の
梅
酒
に
も
手
が

伸
び
る
。
豚
汁
も
い
い
具
合
に
出
来
上
が
っ
た
。 

 

た
っ
ぷ
り
３
時
間
の
宴
会
を
終
了
し
、
１
時

２
５
分
歩
き
出
す
。
丸
い
芝
生
を
上
り
、
梅
林

を
通
過
。
気
持
ち
の
い
い
自
然
林
を
抜
け
尾
根

道
を
進
む
。 

 

１
時
５
３
分
、
右
側
に
街
並
み
が
広
が
る
。

い
っ
た
ん
車
道
を
横
切
り
、
ま
た
山
道
に
入
っ

て
ゆ
く
。
町
田
市
立
鶴
川
台
尾
根
緑
地
と
看
板

が
あ
る
。
栗
木
山
王
山
特
別
緑
地
保
全
地
区
の

看
板
も
あ
る
。
足
元
に
は
ど
ん
ぐ
り
が
い
っ
ぱ

い
だ
。
み
か
ん
畑
の
横
に
は
コ
ス
モ
ス
が
カ
ラ

フ
ル
に
咲
い
て
い
る
。
２
時
過
ぎ
住
宅
地
に
下

り
る
。 

２
時
２
６
分
、
栗
平
駅
に
到
着
。 
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